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近
年
、
森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
が

よ
り
一
層
求
め
ら
れ
、
生
物
多
様
性
の
確

保
の
観
点
か
ら
、
水
辺
に
成
立
す
る
渓
畔

林
等
の
役
割
が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

渓
畔
等
の
水
辺
は
、
野
生
生
物
の
生
息
・

移
動
経
路
な
ど
の
生
物
多
様
性
の
保
全
に

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
成

立
す
る
森
林
は
多
様
な
種
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
戦
後
復
興
期
の
木
材
需
要
に

応
え
る
べ
く
、
伐
採
・
造
成
さ
れ
た
森
林

は
尾
根
筋
か
ら
渓
畔
の
水
際
ま
で
ス
ギ
な

ど
針
葉
樹
の
植
栽
が
行
わ
れ
、
単
一
の
一

斉
人
工
林
と
な
っ
て
お
り
、
森
林
の
生
物

多
様
性
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。森

林
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、
茨
城
森
林
管

理
署
管
内
の
大
北
川
の
両
岸
に
試
験
地
を

設
定
し
、
渓
畔
に
あ
る
針
葉
樹
人
工
林
に

お
い
て
抜
き
伐
り
等
を
実
施
し
、
水
辺
に

残
存
す
る
広
葉
樹
を
種
子
源
と
し
て
天
然

更
新
を
促
進
さ
せ
、
渓
畔
林
を
再
生
す
る

技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
に
同
一
林
小
班
の
間
伐
に

併
せ
て
伐
採
率
を
変
え
て
抜
き
伐
り
を
実

施
し
、
開
空
度
（
空
が
見
え
る
割
合
）
最

小
11
．
３
㌫
、
最
大
22
．
６
㌫
の
５
箇
所

の
プ
ロ
ッ
ト
に
お
い
て
、
更
新
樹
種
の
発

現
本
数
及
び
樹
高
の
推
移
等
を
調
査
し
て

き
ま
し
た
。

こ
の
調
査
の
結
果
、
低
い
伐
採
率
・
開

空
度
で
も
更
新
木
の
発
現
が
確
認
さ
れ
る

と
と
も
に
、
抜
き
伐
り
直
後
の
開
空
度
20

㌫
前
後
に
お
い
て
良
好
な
樹
高
成
長
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

全
て
の
プ
ロ
ッ
ト
の
上
層
部
は
先
駆
種

で
あ
る
オ
オ
バ
ア
サ
ガ
ラ
が
優
先
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
２
カ
所
の
プ
ロ
ッ
ト
で
は
同
じ

く
先
駆
種
で
あ
る
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
が
顕
著

な
樹
高
成
長
を
み
せ
、
抜
き
伐
り
後
の
７

年
で
６
㍍
を
超
え
て
い
ま
す
。

間
伐
実
行
は
、
渓
畔
林
を
再
生
す
る
機

会
で
も
あ
り
、
渓
畔
区
域
に
お
い
て
は
母

樹
と
な
る
広
葉
樹
を
保
残
し
、
植
栽
木
に

つ
い
て
は
強
め
の
抜
き
伐
り
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
抜
き
伐
り
に
よ
り
光
環
境
を
改

善
し
て
も
、
伐
採
木
が
残
置
さ
れ
る
と
、

種
子
の
着
床
を
妨
げ
る
こ
と
か
ら
、
伐
採

木
は
林
外
に
搬
出
す
る
な
ど
残
材
を
整
理

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

昨
年
、
学
識
経
験
者
等
か
ら
な
る
専
門

委
員
会
・
技
術
開
発
委
員
会
を
経
て
、
今

後
の
渓
畔
林
再
生
の
た
め
の
技
術
開
発
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
の
先
駆
種
主
体
の
樹
種
群
か
ら
、

今
後
ど
の
よ
う
な
林
型
に
移
り
か
わ
る
の

か
。
目
標
林
型
で
あ
る
高
木
性
の
広
葉
樹

２
次
林
へ
の
誘
導
は
可
能
か
。
継
続
的
に

調
査
を
続
け
、
経
過
を
把
握
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、
生
物

多
様
性
の
保
全
機
能
を
含
め
た
公
益
的
機

能
が
よ
り
一
層
に
発
揮
さ
れ
る
森
林
を
、

効
果
的
か
つ
着
実
に
造
成
す
る
た
め
の
森

林
づ
く
り
の
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

平成２５年３月８ 日 関 東 森 林 管 理 局 第 １０８号（２）

モデルとする渓畔林（試験地上流）

樹高６㍍超のヤマハンノキ

森
林
技
術
セ
ン
タ
ー

水際まで植栽されたスギ

技術開発委員会

（平成24年12月18日）



２
０
０
０
年
の
春
、
私
を
含
め
た
３
名

の
小
笠
原
在
住
の
調
査
研
究
者
に
よ
っ
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所
は

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

海
洋
島
と
し
て
独
特
な
進
化
を
遂
げ
た

小
笠
原
諸
島
の
生
態
系
は
、
戦
前
か
ら
こ

れ
ま
で
多
く
の
内
地
の
調
査
機
関
が
入
っ

て
研
究
が
進
み
ま
し
た
が
、
論
文
や
標
本

な
ど
は
島
内
に
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
島
民

が
こ
れ
ら
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
な

い
状
態
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
小
笠
原
の
自
然
環
境
と
文

化
的
な
情
報
を
収
集
及
び
管
理
す
る
こ
と

（
調
査
研
究
）
、
地
域
の
人
々
に
島
の
情

報
を
伝
え
る
こ
と
（
情
報
発
信
）
、
こ
れ

ら
の
情
報
を
元
に
保
全
活
動
を
進
め
る
こ

と
（
保
全
活
動
）
の
３
本
を
目
的
に
、
当

研
究
所
は
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

調
査
研
究
で
は
、
絶
滅
危
惧
種
の
動
物

た
ち
の
生
息
状
況
を
南
北
３
０
０
㌔
㍍
に

広
が
る
様
々
な
島
々
に
わ
た
っ
て
調
べ
て

い
ま
す
。

海
鳥
類
で
は
、
無
人
島
で
ア
ホ
ウ
ド
リ

類
の
繁
殖
状
況
と
標
識
装
着
を
進
め
て
お

り
、
ク
ロ
ア
シ
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
繁
殖
場
所

と
繁
殖
数
が
拡
大
し
て
き
て
い
る
様
子
が

判
っ
て
き
ま
し
た
。
地
中
営
巣
性
の
ミ
ズ

ナ
ギ
ド
リ
類
の
分
布
・
生
態
調
査
を
初
め

て
着
手
し
て
、
種
毎
の
繁
殖
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
判
っ
て
き
ま
し
た
。
海
鳥
調
査
を
進

め
て
い
く
こ
と
で
、
父
島
列
島
の
東
島
が

世
界
で
も
２
ヶ
所
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な

い
セ
グ
ロ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
の
繁
殖
地
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

現
在
、
国
有
林
と
の
協
定
に
よ
る
モ
デ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
森
「
東
島
森
林
性
海

鳥
の
地
」
と
し
て
、
こ
の
貴
重
な
海
鳥
集

団
繁
殖
地
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
保
全
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
の
固
有
亜
種
で
あ

る
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
生
態
調
査

を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
地
上
に
巣

を
つ
く
り
年
に
数
回
繁
殖
す
る
こ
と
、
島

毎
に
実
な
り
が
違
う
木
の
実
を
求
め
て
１

８
０
㌔
㍍
以
上
も
離
れ
た
島
々
を
移
動
す

る
こ
と
な
ど
が
判
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
調
査
で
、
外
来
動
物
の
ノ
ネ

コ
や
ク
マ
ネ
ズ
ミ
が
小
笠
原
の
鳥
類
を
捕

食
す
る
な
ど
大
き
な
脅
威
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
現
在
、
無
人
島

に
お
け
る
ク
マ
ネ
ズ
ミ
駆
除
と
、
有
人
島

に
お
け
る
ノ
ネ
コ
排
除
に
活
か
さ
れ
て
い

ま
す
。

ノ
ネ
コ
対
策
で
は
、
島
内
の
全
て
の
行

政
機
関
（
国
有
林
、
環
境
省
、
東
京
都
、

小
笠
原
村
）
と
当
研
究
所
で
構
成
さ
れ
る

「
小
笠
原
ネ
コ
の
連
絡
会
議
」
が
、
捕
獲

し
た
ノ
ネ
コ
を
引
き
取
っ
て
順
化
訓
練
す

る
東
京
都
獣
医
師
会
と
連
携
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
３
０
０
頭
ほ
ど
を
内
地
搬
送
し

て
い
ま
す
。
昨
年
夏
期
に
は
ア
カ
ガ
シ
ラ

カ
ラ
ス
バ
ト
の
若
鳥
が
40
羽
以
上
も
出
現

し
、
保
全
効
果
が
見
え
始
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
小
笠
原
唯
一
の
哺
乳
動
物
で
あ

る
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
や
、
河
川

や
海
の
水
生
動
物
な
ど
の
保
全
調
査
も
進

め
て
お
り
、
外
来
樹
種
の
駆
除
に
伴
う
森

林
修
復
事
業
な
ど
の
計
画
に
情
報
提
供
し

て
い
ま
す
。

最
後
に
、
小
笠
原
の
動
物
た
ち
を
観
察

す
る
と
、
警
戒
心
が
大
変
薄
く
人
間
を
見

て
も
逃
げ
な
い
動
物
が
多
い
こ
と
が
判
り

ま
す
。
２
０
０
年
前
ま
で
人
為
的
影
響
が

な
く
、
陸
上
に
捕
食
動
物
が
い
な
い
環
境

に
適
応
し
て
き
た
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
小
笠
原
の
自
然
環
境
を
、
い

つ
ま
で
も
残
し
て
行
け
れ
ば
と
切
に
思
い

ま
す
。

（３）平成２５年３月８日 関 東 森 林 管 理 局 第 １０８号
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関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
「
平
成
24
年

度
森
林
・
林
業
技
術
等
発
表
会
」
を
前
橋

テ
ル
サ
に
お
い
て
平
成
25
年
2
月
26
日
と

27
日
の
2
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
ま
し

た
。
特
に
、
今
回
の
発
表
会
か
ら
、
関
東

局
管
内
の
都
県
、
市
町
村
、
森
林
組
合
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
民
有
林
関
係
者
に
も
幅
広
く

参
加
を
呼
び
か
け
、
各
々
の
現
場
で
取
り

組
ん
で
い
る
調
査
、
技
術
開
発
や
林
業
の

再
生
に
向
け
た
試
行
的
な
活
動
等
を
関
係

者
が
広
く
共
有
し
、
更
な
る
発
展
に
結
び

つ
け
、
地
域
林
業
の
再
生
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
審
査
委
員
と
し
て
森
林
総

合
研
究
所
多
摩
森
林
科
学
園
の
吉
丸
園
長
、

宇
都
宮
大
学
の
谷
本
名
誉
教
授
、
東
京
大

学
農
学
生
命
研
究
科
の
白
石
教
授
に
も
協

力
し
て
頂
き
ま
し
た
。

26
日
は
、
国
有
林
を
は
じ
め
、
県
、
林

業
事
業
体
等
が
取
り
組
ん
だ
「
森
林
技
術

部
門
」
に
つ
い
て
13
課
題
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
森
林
総
合
研
究
所
野

生
動
物
研
究
領
域
領
域
長
の
小
泉
透
氏
に

よ
る
「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
管
理
を
め
ぐ
る
課
題

と
展
望
」
と
同
チ
ー
ム
長
の
岡
輝
樹
氏
に

よ
る
「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
樹
皮
剥
ぎ

～
そ
の
被
害
対
策
の
課
題
と
展
望
」
の
特

別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

27
日
は
、
前
日
に
引
き
続
き
「
森
林
技

術
」
部
門
及
び
「
森
林
ふ
れ
あ
い
・
国
民

の
森
林
」
部
門
に
つ
い
て
13
課
題
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
森
林
総
合
研

究
所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
育
種
部
長
の
近

藤
禎
二
氏
に
よ
る
「
森
林
（
も
り
）
づ
く

り
に
貢
献
す
る
育
種
の
現
状
～
エ
リ
ー
ト

ツ
リ
ー
を
中
心
に
し
て
～
」
の
特
別
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
吉
丸
審
査
委
員
長
か
ら
の
講

評
で
、
発
表
全
体
を
通
し
て
日
常
の
業
務

等
で
忙
し
い
中
を
地
域
の
森
林･

林
業
に

対
す
る
多
様
な
課
題
へ
の
対
応
や
昨
年
度

か
ら
本
格
化
し
た
林
業
の
再
生
に
向
け
た

取
組
状
況
が
大
変
上
手
に
ま
と
め
ら
れ
て

お
り
、
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
だ
っ
た
と
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
審

査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
、
吾
妻
森
林

管
理
署
の
蛭
間
さ
ん
と
吾
妻
森
林
組
合
の

入
澤
さ
ん
に
よ
る
「
三
俣
森
林
共
同
施
業

団
地
の
設
定
と
実
施
経
過
に
つ
い
て
」
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
優
秀
賞
と
し

て
8
つ
の
課
題
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
発
表
会
は
、
広
く
森
林･

林
業

関
係
者
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
２
日
間

と
も
２
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、

会
場
は
満
席
状
態
で
盛
会
の
う
ち
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（４）平成２５年３月８日 関 東 森 林 管 理 局 第 １０８号
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携
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催
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挨拶する岡田局長

発表の様子



（５）平成２５年３月８日 関 東 森 林 管 理 局 第 １０８号

小泉氏特別講演

岡氏特別講演

近藤氏特別講演

受賞者の皆さん



静
岡
県
西
部
猟
友
会
は
、
静
岡
県
の
西

部
、
東
は
御
前
崎
市
か
ら
太
平
洋
岸
を
西

に
湖
西
市
ま
で
、
北
は
浜
松
市
の
北
部
、

長
野
県
境
ま
で
の
７
市
１
町
の
地
域
に
14

の
分
会
８
０
０
名
余
り
の
会
員
で
、
狩
猟

知
識
の
普
及
及
び
狩
猟
道
徳
の
向
上
を
通

じ
て
有
益
鳥
獣
の
保
護
、
鳥
獣
資
源
の
確

保
並
び
に
狩
猟
の
適
正
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
の
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
は
、
天
竜

川
の
上
流
船
明
ダ
ム
の
向
か
い
側
の
山
の

上
で
、
現
在
は
ダ
ム
の
水
に
囲
ま
れ
昔
の

集
落
と
は
家
の
数
も
大
変
少
な
く
な
り
、

伊
砂
と
い
う
集
落
の
家
の
数
は
９
戸
余
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
山
に
囲
ま

れ
た
と
こ
ろ
に
生

ま
れ
、
父
も
兄
も

家
中
皆
で
庭
ま
で

来
る
イ
ノ
シ
シ
、

シ
カ
を
追
い
掛
け

て
い
た
も
の
で
す
。

そ
ん
な
関
係
で
子

ど
も
の
頃
か
ら
猟

師
を
見
て
育
ち
知

ら
な
い
う
ち
に
自

分
も
猟
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

昔
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
高
校
を
卒

業
し
て
２
年
間
過
ぎ
ま
す
と
狩
猟
免
許
が

取
得
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
55
年
間
一

度
の
休
み
も
な
く
毎
年
楽
し
み
に
時
を
重

ね
て
き
ま
し
た
が
、
振
り
返
る
と
随
分
長

か
っ
た
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

で
も
冬
が
来
る
と
何
か
気
が
落
ち
着
か

ず
、
大
勢
の
猟
友
と
共
に
現
在
に
至
り
、

皆
様
に
勧
め
ら
れ
西
部
猟
友
会
長
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
の
猟
友
会
の
現
状
は
、
会
員
の
高

齢
化
が
進
み
、
登
録
者
は
平
成
12
年
度
の

１
１
５
２
名
と
比
べ
る
と
70
㌫
を
割
っ
て

し
ま
い
、
長
期
的
に
見
れ
ば
狩
猟
技
術
の

継
承
が
途
切
れ
て
し
ま
う
と
危
惧
さ
れ
ま

す
。
地
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
特
な
狩
猟
の

ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
ま
す
。
山
も
違
え
ば
動

物
の
習
性
も
違
い
ま
す
。
そ
の
土
地
に
根

付
い
た
狩
猟
文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

を
伝
え
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

静
岡
県
に
お
け
る
鳥
獣
被
害
は
、
農
業

で
は
、
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
、
シ
カ
が
多
く
、

こ
れ
ら
３
種
に
よ
る
被
害
が
全
体
の
８
割

強
を
占
め
、
野
菜
・
果
樹
の
被
害
が
７
割

強
に
及
ぶ
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
森
林

に
被
害
を
与
え
る
野
生
動
物
と
し
て
は
、

シ
カ
、
カ
モ
シ
カ
、
ノ
ウ
サ
ギ
、
ク
マ
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
、
特
に
シ
カ
・
カ
モ
シ
カ

に
よ
る
被
害
の
割
合
が
７
～
８
割
と
非
常

に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

国
有
林
と
は
６
～
７
年
前
か
ら
国
有
林

へ
の
入
林
に
際
し
て
、
会
員
の
入
林
届
を

西
部
猟
友
会
が
一
括
し
て
取
り
ま
と
め
て

手
続
き
を
取
る
こ
と
と
し
、
西
部
猟
友
会

長
と
し
て
も
会
員
へ
の
指
導
な
ど
安
全
な

狩
猟
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
有
林
に
お
い
て
も
被
害
対
策
と
し
て

柵
の
設
置
や
忌
避
剤
の
塗
布
等
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
被
害
防
除
だ
け
で
は
被
害
を

軽
減
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
個
体
数
調
整
の
た
め
の
捕
獲
な
ど
も

考
え
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
対
策
を
実
施

す
る
な
ど
、
西
部
猟
友
会
と
し
て
も
行
政
・

地
域
住
民
と
協
力
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
思
慮
す
る
も
の
で
す
。

平成２５年３月８日 関 東 森 林 管 理 局 第 １０８号（６）

「
自

然

を

畏

れ

、

自

然

と

折

り

合

う

謙

虚

さ
」

静
岡
県
西
部
猟
友
会
長

伊
藤
政
夫

筆者（左から２人目）と仲間達

ニホンジカ

イノシシ猟

皮剥ぎ被害

皮剥ぎ被害

クマ皮剥ぎ被害



私の勤務している甲府森林事務所は、山梨県の中

央部に位置する甲府市に 1178㌶、隣接する山梨市に 7

1㌶、県の東部に位置する富士吉田市に 16㌶、計 1265

㌶の国有林野と、官行造林（国が県有地などに造林

した箇所） 726㌶を管理しています。

甲府市に広がる国有林は、要害山や太良峠などを

はじめとして優れた自然景観を有し、森林浴や自然

観察に適していることから、全域をレクリエーショ

ンの森「甲府自然休養林」として設定しています。

市民からも「裏山」の愛称で親しまれている自然休

養林を含めた地域は、森林公園「武田の杜」として遊歩道等の整備

が進められ、近年では武田の杜トレイルランニングレースも開催さ

れるなど、多くの方に利用されています。

また、都市近郊という立地条件から、小中学校による森林環境教

育や企業等の国民参加の森づくりの場としても広く活用されていま

す。

昨年 11月 1日、和田山もみじ街

道育成会と「和田山もみじ街道の

森」ふれあいの森協定を締結し、

県道 104号沿いの和田山国有林に

おける森林整備・保全活動を共に

推進することを確認しました。協

定締結後初めての活動として、 11

月 27日に紅葉の最盛期を迎えた当

地区において「合同清掃活動」を実施し、不法投棄のゴミ

等を回収するとともに、「もみじ」の育成を阻害するツル

類の除去や沿道の落ち葉の清掃を行いました。今後とも利

用者の方に気持ちよく散策していただけるよう努めていき

たいと思います。

富士吉田市にある諏訪森（すわのもり）国有林は、寛永年間（ 1624～1643）に植栽されたア

カマツ林を起源として天然更新が繰り返された林であり、樹齢 250年以上の高齢アカマツの大

径木が数多く残っている貴重な植物群落を形成しています。このことから、大部分を植物群

落保護林に設定しているほか、史跡名勝天然記念物にも指定されています。

諏訪森アカマツ林は、雪代（積雪で凍結した表土が急激な気温上昇や豪雨等により融解し
ゆきしろ

発生する土砂災害）から下流部集落の家や畑を守るために植栽された歴史を持ち、富士北麓

地域の人々の生活と密接な関係にあります。

また、諏訪森国有林は北口本宮冨士浅間神社か

ら続く吉田口登山道沿いに位置しており、登録を

目指している富士山世界文化遺産の構成資産「富

士山域」の構成要素「吉田口登山道」に包含され

ていることもあり、適切な管理を行うため、当所

では昨年度「諏訪森アカマツ林管理指針書」を作

成し、具体的な保全活動に取り組んでいます。

森林官に着任し１年になろうとしていますが、

まだまだわからないことだらけです。森林官とし

て、これまで以上に地元との連携を密にして、国

有林を適切に管理・運営し、今後も開かれた国有

林として、地域の要望に応えられるように頑張りたいと思います。

（７）平成２５年３月８日 関 東 森 林 管 理 局 第 １０８号

富士山と諏訪森（パインズパークから撮影）

和田山もみじ街道の森清掃活動

太良峠から甲府盆地を望む

木登り体験



碓氷第三橋梁は、

群 馬 県 安 中 市 松 井

田 町 に あ る 碓 氷 川

に 架 か る 煉 瓦 造 り

の 鉄 道 橋 で 、 通 称

め が ね 橋 と 呼 ば れ

る 碓 氷 峠 の 代 表 的

な建造物です。

この橋は４連アー

チ 、 全 長 91㍍ 、 川

底 か ら の 高 さ 31㍍

で、使用された煉瓦は約 200万個に及び、我が国最大の煉瓦づくりのアーチ橋です。

高崎駅と直江津駅を結ぶ路線（後の信越本線）のうち、未開通だった横川駅～軽井沢駅

区間は、アプト式鉄道という急勾配の登山鉄道などに利用する方式を採用して、 1891年

（明治 24年）に着工、急ピッチで工事を進め 1893年（明治 26年）に竣工しました。その後

は信越本線の電化を経て 1963年（昭和 38年）に新線が建設されるまでの約 70年もの間、使

用されたものです。

1993年（平成５年）には「碓氷峠鉄道施設」として他の３つの橋梁等とともに、日本で

初めて重要文化財に指定され、近代化遺産として保存されて

います。

この、めがね橋は国道

18号線（旧道）の沿線に

位置し、周囲は主にケヤ

キやコナラ等で構成され

た林齢約 100年の広葉樹

林で、碓氷峠風景林とし

て指定され、橋と周囲の

風 景 が 融 和 し た 優 れ た

景観が作られています。

ま た 、 碓 氷 峠 は 童 謡

「もみじ」の発祥の地と言われており、紅葉時期には色鮮や

かな景色を堪能できます。

横川駅からこの橋の上を経て熊ノ平駅迄の廃

線跡約６㌔㍍が遊歩道「アプトの道」になり、

橋上の手すりや国道 18号へ通じる階段等が整備

されています。橋の両側はトンネルで、トンネ

ル内の散策も独特の雰囲気があり楽しいもので

す。

新緑、紅葉等の季節に、この遊歩道の３つの

橋梁と10のトンネル等を散策し、「峠の釜めし」

を食べながら、ゆっくり自然を満喫するのにお

すすめのスポットです。

（群馬森林管理署 松井田森林官 田中 直己）

平成２５年３月８日 関 東 森 林 管 理 局 第１０８号（８）

■ 群馬森林管理署 http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/gunma/index.html
〒371-8508 群馬県前橋市岩神町4-16-25

ＴＥＬ:027-210-1203（代表） FAX:027-210-1248

初夏のめがね橋

秋のめがね橋

めがね橋を見上げる

４連橋全景
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６号トンネルから５号トンネル

アプトの道を歩く


